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調査結果報告：旭川流域ネットワーク「一斉水質調査」実行委員長 池田満之氏 

川流域一斉水質調査」は、旭川の定期健康診断として、旭川流域ネットワーク（実行委員
池田満之）によって、1999 年５月の第１回調査から数えて５年連続実施されています。今
第６回目を迎え2004年５月９日(日)午前10時から隣接する笹ヶ瀬川流域を含む流域全体
09 ヶ所、256 名の市民参加で行われました。調査は、例年通り、水温、ｐＨ、ＣＯＤ、亜
性窒素について調べ、不法投棄の状況調査も継続して行われています。 

①河川一斉水質調査結果報告（旭川） 

           ２００４年の調査結果 

の調査は、昨年に引き続き天候に恵まれず、雨の影響を受ける調査となった。ただし、
比べ雨の影響は少なく、河川の濁りも昨年ほどではないことから、昨年が強い雨の影響
た時の様子、今年は弱い雨の影響を受けた時の様子と見ることができる。 

Ｄは、旭川本流は全区間で５mg/ℓ以下という良好な状態を維持している。これに対し、
は、所々で水質の低下が見られた。昨年、新庄川で水質低下があったが今年の場合には
なかった。ただ、この点については、気象動向と深く関わるため、気象と水質調査結果
りについて、今後、詳細な解析検討を行っていきたい。 

及びｐＨは、昨年と同様の傾向が見られ、旭川本流上の２つのダム湖（旭川ダム湖と湯
湖）による影響が大きく、ダム湖内では水温もｐＨも前後域と比較して高くなっている。
湯原ダム湖はダム堰堤前後での温度差が大きく、旭川ダム湖はｐＨが環境基準を上回る
見られた。なお、最上流域から上流域にかけての支流の上流部では、ｐＨが酸性気味の
す所が見られましたが、備中川は今年もややアルカリ性気味の値を示す所が見られる。

酸性窒素は、下流域に汚濁が集中していることがよくわかり、上流から中流にかけての
においても、所々に亜硝酸性窒素が検出された。雨による影響なども考えると生活排水
からの流出も値を高める要因になっているのではないかと見られる。 

投棄の状況調査では、昨年と同様に下流域で不法投棄が多く見られた。人口も集中して
流域における河川愛護への意識啓発がより重要なように思われる。 
ちは、この貴重なデータを流域の皆さんと共有し、誰もが自分たちのふるさとの川の水
心を持ち、お互いに意識して努力し、いつかは水質的にも流域全体がもっと健康で元気
になるようにしていきたいと思います。 
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A-3（旭川：野田橋） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

A-11（旭川：落合橋） 

 

 

 

 

 

 

Ａ－15（旭川：八幡橋） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ａ－19（旭川：乙井手堰） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 Ｈ－３（百間川：清内橋）
 

 

 

吹き出し地点：水質経年変化図作成
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百間川の変

雨の影響か
旭川流域一斉水質調査：水温

第２回 第３回 第４回 第５回 第６回

Ａ－ ３  旭川 ：野田橋（最上流）

Ａ－１１ 旭川 ：落合橋（上流）

Ａ－１５ 旭川 ：八幡橋（中流）

Ａ－１９ 旭川 ：乙井手堰（下流）

Ｈ－ ３ 百間川：清内橋（下流）

に大きなズレはないが、やや右下がりに傾向が見

。天候の影響か？ 

旭川流域一斉水質調査：ｐＨ
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第１回 第２回 第３回 第４回 第５回 第６回

pH

Ａ－ ３  旭川 ：野田橋（最上流）

Ａ－１１ 旭川 ：落合橋（上流）

Ａ－１５ 旭川 ：八幡橋（中流）

Ａ－１９ 旭川 ：乙井手堰（下流）

Ｈ－ ３ 百間川：清内橋（下流）

第 1 回、2回の百間川のＰＨが高い？ 

回数 調査日 天候

第１回 1999年5月16日(日) 全域的に曇り

第２回 2000年5月14日(日) 全域的に曇り

第３回 2001年5月13日(日) 全域的に晴れ

第４回 2002年5月12日(日) 全域的に晴れ

第５回 2003年5月11日(日) 全域的に雨

第６回 2004年5月9日(日) 全域的に小雨

旭川流域一斉水質調査：ＣＯＤ

第２回 第３回 第４回 第５回 第６回

Ａ－ ３  旭川 ：野田橋（最上流）

Ａ－１１ 旭川 ：落合橋（上流）

Ａ－１５ 旭川 ：八幡橋（中流）

Ａ－１９ 旭川 ：乙井手堰（下流）

Ｈ－ ３ 百間川：清内橋（下流）

以下

未満

旭川流域一斉水質調査：ＮＯ２-Ｎ
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NO2-N（mg/l）

Ａ－ ３  旭川 ：野田橋（最上流）

Ａ－１１ 旭川 ：落合橋（上流）

Ａ－１５ 旭川 ：八幡橋（中流）

Ａ－１９ 旭川 ：乙井手堰（下流）

Ｈ－ ３ 百間川：清内橋（下流）

0.006以下

動が大きい、5回、6回で落合橋、八幡橋が悪化、

？

百間川の値が高い 
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水質の経年変化  （1999～2004 年の 6 年間データ） 



参 考 

 

平成１５年一級河川の全国水質ランキング（ＢＯＤ） 

旭 川：５１位／１５６河川（平成１４年；４５位／１４９河川） 

吉井川：７０位／１５６河川（平成１４年；９１位／１４９河川） 

高梁川：８８位／１５６河川（平成１４年；８０位／１４９河川） 

    資料：「平成１５年一級河川の水質現況」記者発表資料

 資料：岡山河川事務所事業概要
 ４（2004） 
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一級水系における河川・ダム湖空間利用実態調査結果の概要 
 

 国土交通省は、平成３年度より散策・スポーツ・水遊びなどの河川及びダム湖の利用実態を
調査する「河川空間利用実態調査」「ダム湖利用実態調査」を行っています。 
今回は、平成１５年度に実施した全国１０９の一級水系の内１０８水系の調査結果を平成１
６年８月６日に記者発表の形で公表されました。 
 

平成１５年度の全国１０８水系における河川・ダム湖の利用者数 
 
① 年間の水辺空間（河川＋ダム湖）利用者は約２億４８９人。 
② 河川の直轄管理区間（ダム湖の区間を除く）１ｋｍ当たりでは約２万２千人。 
③ 一ダム湖当たりの平均では約１４万１千人であることが分かりました。 
 
中国地方の直轄管理１３水系・直轄管理６ダムでの利用者数 

① 年間利用者数（河川） 
中国地方１３水系の散策、スポーツなどの利用者数、合計約８５０万人。 

② 年間利用者数（ダム） 
     中国地方６ダムの利用者数、散策、野外活動などの利用者数、合計約９０万人。

②河川空間利用実態調査 

 

移 
全国一級河川（直轄管理区間）の利用者数の推
１

平成１５年利用実態調査の実施日（赤字は休日） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 平成 15 年度の各調査日の利用者
人）、7月 27 日（4,014 人）の順
 
・ 前回（平成 12 年）と比較すると全
れあいフェスティバル」のイベン
平成 15 年度 11 月 3 日調査は、天
 
・ 利用形態別では、スポーツは 4 月
29 日の百間川 10～11k（右岸）及
日の旭川 3～4k（左岸）が最多、
 
・ 平成 15 年度の旭川の年間河川空
万人）からみた年間利用回数は 0
・ 利用形態別では、散策等 55％で最
度との比較では、スポーツの割合
 
・ 利用場所別にみると、高水敷 75％
では、堤防利用が大きく増加（4
ている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

利用者数合計が前回と比べ約百万人減少した点は、平成１５年は雨天日が多か

ったため、イベント利用等が減り利用者が減少したものと思われる。 
旭川（あさひがわ） 
 

数は、4 月 29 日（10,968 人）最多。次いで 5月 5 日（4,070
。4月 29 日以外の調査日：1,000～4,000 人程度。 

体的に利用者が減少。特に 4月 29 日は、前回は百間川で「ふ
トがあり（主催者発表値 32,000 人）、今回 3万人以上の減少。
候（雨）で利用者減となった。 

29 日の百間川 12～12.9k（右岸）の高水敷、散策等は 4 月
び 12～12.9k（左岸）の高水敷利用が多い。水遊びは 7月 27
釣りは 1月 12 日の旭川 14～15k 付近が最多であった。 

間利用者総数（推定）は約 52 万人。沿川市町村人口（約 70
.7 回／1人である。 
多、スポーツ 34％、水遊び 7％、釣り 4％の順。平成 12 年
が減少、散策等、水遊び及び釣りの割合が増加している。

で最多、堤防 14％、水面、水際の順。平成 12 年度との比較
％→14％）、高水敷の利用は大きく減少（94％→75％）となっ
２



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

平成１５年度調査：旭川の河川空間利用実態調査結果（定点観測による年間利用者数より利用形態別、利用場所別割合を示したもの） 
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・ 平成 15 年度の各調査日の利用
人）、5月 5日（6,297 人）の順
では利用者が少ない。 
 
・ 前回と比べ、春季の休日（4／
岸 18～20k 地点において行われ
 
・ 利用形態別では、スポーツは、
策等は、5 月 5 日の高梁川 4～
の利用者が楽しまれている。水
近が最多。釣りは、7月 27 日
 
・ 年間河川空間利用者総数（推定
加している。沿川市町村人口（
ている。 
 
・ 利用形態別には、スポーツの 5
度との比較では釣りと水遊びが
73％で最多。平成 12 年度との

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

高梁川（たかはしがわ） 
 

者数は、7月 27 日（9,969 人）が最多、次いで 4月 29 日（7,361
。秋季・冬季（11／3 及び 1／12）や平日（5／19 及び 7／28）

29、5／5）及び夏季の休日（7／27）で大幅増。休日調査日に左
た「サッカー大会」が影響。 

7 月 27 日の高梁川 19～20k（左岸）における高水敷が最多。散
6k（左岸）、14～16k（両岸）及び 19～21k（左岸）付近で多く
遊びは、夏季ではなく、春季の 4 月 29 日に高梁川－3～0k 付
の高梁川－2～－1k 付近が最多。 

）は約 48 万人である。平成 12 年度との比較では約 15 万人増
約 58 万人）からみた年間平均利用回数は 0.8 回／1 人となっ

。 

3％が最多、次いで散策等 31％、水遊び、釣りの順。平成 12 年
減少、スポーツが増加している。利用場所別では、高水敷が
比較では水面と水際が減少、堤防の割合が増加している
１



 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

吉井川（よしいがわ） 
 

・ 平成 15 年度の各調査日の利用者数は、7 月 27 日（8,360 人）が最多、次いで 5 月 5 日（3,535
人）、4月 29 日（2,302 人）の順。冬季（11／3 及び 1／12）や平日（5／19 及び 7／28）では利
用者が比較的少ない。 
 
・ 前回と比べ全体的に利用者が増加、特に夏季の休日には 6,000 人以上の増加。 
 
・ 利用形態別では、散策等・水遊びが 7月 27 日の 4～5k（左岸）及び 20～21k（左岸）の高水敷、
水面や水際での利用者が多い。特に 4～5k（左岸）付近は「新地箇所付近左岸河川敷公園」と
なって水上スポーツも楽しめる場所である。スポーツは 5 月 5 日の 16～17k（左岸）、釣りは 5
月 5日の 23～24k（左岸）が最多。 
 
・ 平成 15 年度の年間河川空間利用者総数（推定）は約 33 万人である。平成 12 年度との比較では
約 16 万人の増加。沿川市町村人口（約 86 万人）からみた年間平均利用回数は 0.4 回／1 人と
なっている。 
 
・ 利用形態別では散策等が 56％で最多、次いでスポーツ 20％、水遊び 14％、釣り 10％。平成 12
年度に対し散策等の割合が大幅に高くなっており、高水敷の整備によるものと考えられる。 
 
・ 利用場所別では高水敷の 68％が圧倒的に多く、次いで水際 14％、水面 11％、堤防 7％の順。平
成 12 年度との比較では水際が減少し、高水敷が増加する傾向にある。 
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参考：109 水系年間利用者数順位表 
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③水生生物による水質の簡易調査 
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平成 16 年度の水生生物による水質の簡易調査の実施 

々な生物がそれぞれに適した環境のもとで生息しています。中でも、川底に住

質の影響を受けやすく、長時間にわたって一定の場所に生息しているため、川

期的・複合的な影響を的確に反映しています。 

よる水質簡易調査」は、誰でも簡単に参加でき、高価な機材を必要としないた

で川底の生物を採取して、その種類や数を調べることで川の比較的長い期間の

ることができます。また、調査を通して川を身近に感じてもらい、河川愛護、

の関心を持っていただく事も期待しています。 

供達に参加していただき、岡山河川事務所では平成 16 年度も 7 月から 8 月に

約 140 名の参加を得て実施しました。 
 

 

河川名：旭川 
地   点：新大原橋 
調査日：７月２３日 
学校名：山陽東小学校
平成 16 年度の調査風景写真
河川名：旭川 
地   点：三野 
調査日：７月３０日

学校名：芳田小学校
河川名：旭川 
地   点：新大原橋 
調査日：７月２６日 
学校名：高島中学校 
１



 水生生物による水質の簡易調査「平成１６年度実施結果」 ●： 特に多く 確認された（ ２ 点） 、 ○： 確認された（ １ 点）
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高梁川 高梁川 1 湛井堰 8月19日 直営 － Ⅱ ○ ○ ○ 3 ○ ● ○ ● ○ 7 0 ○ 1 Ⅱ

2 川辺橋 8月6日
真備町立真備
東中学校

8 Ⅱ ○ 1 ○ ● ● ● 7 ○ 1 0 Ⅱ

3 酒津 8月6日 直営 － Ⅱ ○ 1 ● ● 4 ○ 1 ○ 1 Ⅱ

小田川 4 福松橋 8月6日 直営 － Ⅱ 0 ● ● 4 ○ ○ 2 0 Ⅱ

吉井川 吉井川 1 和気橋 7月27日
和気町立和気
中学校

5 Ⅱ ○ 1 ● ● ○ 5 ○ 1 0 Ⅱ

2 熊山橋 7月27日
熊山町磐梨小
学校

18 Ⅱ 0 ○ ● ○ ○ ● 7 ○ 1 0 Ⅱ

3 弓削橋 8月6日 直営 － Ⅲ 0 ○ ● 3 ○ ○ ● 4 0 Ⅱ

4 備前大橋 7月30日
長船町立長船
中学校

20 Ⅱ 0 ○ ○ ○ ● ○ ○ 7 ○ ● 3 0 Ⅱ

金剛川 5 宮橋 8月6日 直営 － Ⅱ 0 ○ ● ● 5 0 0 Ⅱ

旭川 旭川 1 新大原橋 7月23日
岡山市立山陽
東小学校

30 Ⅱ ○ ○ ○ ○ 4 ○ ○ ● ● ● 8 0 0 Ⅱ

7月26日
岡山市立高島
中学校

11 Ⅱ ○ ○ 2 ○ ● ○ ○ ● 7 0 ○ 1 Ⅱ

2 三野 7月23日
岡山市立平福
小学校

15 Ⅱ ○ 1 ○ ○ ● ● 6 ○ 1 0 Ⅱ

7月30日
岡山市立芳田
小学校

30 Ⅱ ○ ○ 2 ● ○ ● ○ 6 ○ 1 0 Ⅱ

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 １

Ｈ15 年との比較で、吉井川の弓削橋が階級
Ⅱ⇒Ⅲに悪化する結果となっている。その
他は階級Ⅱで変化なし。



旭川で実施した各種調査報告【資料-２】 

 

 

 
④-1 出水前点検 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ゴールデンウイークに先がけ岡山三川の河川敷や水面の安全利用点検の実施 

 
近年、河川等で自然と親しんだり、カヌー等の水面を利用したレクリェーションが盛んにな
り、皆さんが河川を利用する機会が多くなってきています。気候も良くなり、河川利用の頻度
が高くなると予想されるゴールデンウイークにさきがけ、安心して河川敷や水面を利用してい
ただくという観点から岡山三川（吉井川・旭川・高梁川）の安全利用点検を次のとおり実施し
ました。 
 
■点検する区域等と点検内容 
点検する区域は、川へのアクセス路、散策路、親水護岸など人と川のふれあいの場となってい
る区域とし、そこに設置されている施設（堤防、低水護岸、高水敷、管理用通路、階段、船着
場、水門、樋門、排水機場、堰、水制、根固め、床固め、水位観測所等）とした。 
 
■実施日時 
旭 川：平成１６ 年４月２２ 日（木）10:00～ 15:00 
吉井川：平成１６ 年４月２３ 日（金）10:00～ 15:00 
高梁川：平成１６ 年４月２６ 日（月）10:00～ 15:00 
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④-2 堤防等の緊急点検 

 

 

 

 

新潟・福井豪雨で河川堤防破堤等による甚大な被害が発生したことに鑑み、岡山三川（吉

井川・旭川・高梁川）の目視による堤防等の緊急点検を 8月 9～11 日に実施しました。

 

 

 

 

 

－建設新聞【１面】２００４年（平成１６年）８月１１日（水）－
３


